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2551 國分康孝　1984　構成的グループ・エンカウンターの場合　日本人間性心理学会第3回大会発表論文集,18-19.
2552 国分康孝・国分久子　1985　グループ・エンカウンターに関するもの　国分康孝・国分久子「カウンセリングQ&A２」，87-123.
2553 國分久子・西　昭夫・菅沼憲治・村瀬　旻・國分康孝　1985　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その18）―参加者と非参加者の絵による自己イメージの比較　日本相談学
会第 大会2554 國分康孝・菅沼憲治・西　昭夫・村瀬　旻・國分久子　1985　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その14）―初参加者と再参加者とのプログラム評価の比較　日本相談学会
第 大会2555 国分康孝　1986　問題行動への取り組みーエンカウンターの活用　教職研修（臨時増刊号），16，116-121.

2556 国分康孝監修　1986　教師と生徒の人間づくりーエクササイズ実践記録集　瀝々社
2557 國分久子・西　昭夫・菅沼憲治・村瀬　旻・國分康孝　1986　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その23）―男子学生と女子学生の絵による自己イメージの比較　日本相談
学会第19回大会論文集

2558 國分康孝・西　昭夫・村瀬　旻・菅沼憲治・國分久子　1986　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その19）―男子学生と女子学生とのプログラム評価の比較　日本相談学会
第19回大会論文集

2559 国分康孝・西　昭夫・村瀬　旻・菅沼憲治・国分久子　1987　大学生の人間関係開発のプログラムに関する男女の比較研究　相談学研究，19（２），1-13.
2560 国分康孝監修　1987　教師と生徒の人間づくり・第２集ーエクササイズ記録集　瀝々社
2561 國分久子・西　昭夫・菅沼憲治・村瀬　旻・國分康孝　1987　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その28）―high learner と　low learner の絵による自己イメージの比較　日本
相談学会第20回大会

2562 國分康孝・西　昭夫・村瀬　旻・菅沼憲治・國分久子　1987　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その24）―high learner と　low learner　とのプログラム効果の比較　日本相
談学会第20回大会

2563 國分久子・西　昭夫・菅沼憲治・村瀬　旻・國分康孝　1988　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その33）―絵による自己イメージとEPPS得点との関係　日本カウンセリング
学会第 大会



2564 國分康孝・西　昭夫・村瀬　旻・菅沼憲治・國分久子　1988　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その30）―high learner と　low learner　とのEPPS得点の比較　日本カウンセ
リング学会第21回大会

2565 国分康孝監修　1989　教師と生徒の人間づくり・第３集ーエクササイズ実践記録集　瀝々社
2566 国分康孝監修　1989　教師と生徒の人間づくり・第４集ーエクササイズ実践記録集　瀝々社
2567 国分康孝　1990　エンカウンター・グループ　国分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房），59.
2568 国分康孝　1990　エンパシー・ラボラトリー　国分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房），59.
2569 国分康孝　1990　グループ・エンカウンター　国分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房），143.
2570 国分康孝　1990　ラボラトリー・トレーニング　国分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房），568-567.
2571 国分康孝　1990　感受性訓練　国分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房），104.
2572 國分久子・西　昭夫・菅沼憲治・村瀬　旻・國分康孝・清水幹夫　1990　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その39）―構成法と非構成法の絵による自己イメージの比較　日
本カウンセリング学会第23回大会発表論文集,52-53.

2573 國分康孝　1990　グループ・サイコセラピー　國分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房）,144.
2574 國分康孝・西　昭夫・村瀬　旻・菅沼憲治・國分久子・清水幹夫　1990　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その35）―構成法と非構成法のYG得点の比較　日本カウンセリン
グ学会第23回大会発表論文集,44-45.

2575 国分久子　1992　授業としての構成的グループ・エンカウンター　国分康孝編「構成的グループ・エンカウンター」（誠信書房），255-267.
2576 国分康孝　1992　構成的グループ・エンカウンターの意義と課題　国分康孝編「構成的グループ・エンカウンター」（誠信書房），2-13.
2577 国分康孝編　1992　構成的グループ・エンカウンター　誠信書房
2578 國分久子・瀬尾尚隆・松澤秀則・西　昭夫・益満孝一・松尾陽子・村瀬　旻・國分康孝　1992　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その41）―プログラム評価に表れた共感性
の傾向とそれに関連する要因についてのパイロットスタディー 日本カウンセリング学会第25回大会

2579 国分康孝監修　岡田　弘編集　1996　エンカウンターで学級が変わる―グループ体験を生かした楽しい学級づくり―　小学校編　図書文化社
2580 国分康孝監修　片野智治編集　1996　エンカウンターで学級が変わる―グループ体験を生かした楽しい学級づくり―　中学校編　図書文化社
2581 国分康孝監修　国分久子・岡田　弘編集　1997　エンカウンターで学級が変わるPart.2　小学校編　図書文化社
2582 国分康孝監修　国分久子・片野智治編集　1997　エンカウンターで学級が変わるPart.2　中学校編　図書文化社
2583 國分久子　1999　IPRトレーニング　恩田　彰・伊藤隆二編「臨床心理学辞典」八千代出版, 3.
2584 國分康孝　1999　エンカウンター・グループ　恩田　彰・伊藤隆二編「臨床心理学辞典」八千代出版, 54-55.
2585 國分康孝　1999　構成的グループ・エンカウンター　恩田　彰・伊藤隆二編「臨床心理学辞典」八千代出版, 152.
2586 國分康孝　1999　行動集団カウンセリング　恩田　彰・伊藤隆二編「臨床心理学辞典」八千代出版, 155.
2587 國分康孝監修　1999　エンカウンターで学級が変わる　Part3　小学校編　図書文化
2588 國分康孝監修　1999　エンカウンターで学級が変わる　Part3　中学校編　図書文化
2589 國分康孝監修　1999　エンカウンターで学級が変わる　ショートエクササイズ集　図書文化
2590 國分康孝監修　1999　エンカウンターで学級が変わる　高等学校編　図書文化
2591 國分康孝監修　1999　実践サイコエジュケーション　図書文化
2592 国分康孝他　2000　エンカウンターとは何か　図書文化社
2593 国分康孝他　2000　エンカウンターとは何か　図書文化社
2594 國分久子　2000　構成的グループ・エンカウンターにおけるグループリーダーの条件　國分康孝編「続　構成的グループ・エンカウンター」誠信書房, 62-71.
2595 國分康孝　2000　育てるカウンセリングとしての構成的グループ・エンカウンター　國分康孝編「続　構成的グループ・エンカウンター」誠信書房, 3 -13.
2596 國分康孝監修　2000　エンカウンターで総合がかわる----総合的な学習のアイディア集・小学校編　図書文化
2597 國分康孝監修　2000　エンカウンターで総合がかわる----総合的な学習のアイディア集・中学校編　図書文化
2598 國分康孝編　2000　続構成的グループ・エンカウンター　誠信書房
2599 國分留志　2000　グループリーダーの職業倫理　國分康孝編「続　構成的グループ・エンカウンター」誠信書房, 80-87.
2600 國分康孝・片野智治　2001　構成的グループ・エンカウンターの原理と進め方―リーダーのためのガイド―　誠信書房



2601 國分康孝監修　2001　エンカウンターで学級が変わる　ショートエクササイズ集　Part2　図書文化
2602 國分康孝・國分久子総編集　2004　構成的グループエンカウンター事典　図書文化
2603 国分　隆・菊池陽子他　1989　精神科デイケアにおける集団精神療法の意義　日本集団精神療法学会第6回大会抄録集,15-16.
2604 國分康孝・國分久子・片野智治編著　2006　構成的グループ・エンカウンターと教育分析　誠信書房
2605 国立がんセンター研究所支所精神腫瘍学研究部編　2001　早期乳がん患者のためのグループ療法―がんと上手に取り組むために―
2606 国立がんセンター研究所支所精神腫瘍学研究部編　2001　早期乳がん患者のためのグループ療法―マニュアル―
2607 国際集団精神療法学会　2007　ミニシンポジウム：集団精神療法のスーパービジョンと遠隔教育
小谷英文（オーガナイザー／ミニレクチャー）
高良　聖・橋本和典・宇佐美しおり（シンポジスト）　日本集団精神療法学会第24回大会プログラム抄録集,60.

2608 駒米勝利　1982　「主体性を育てる合宿」に関する研究：小グループのプロセス（Cグループ）　日本女子大学カウンセリングセンター報告，6，27-30.
2609 駒米勝利　1982　「主体性を育てる合宿」に関する研究：第１章　合宿の歴史　日本女子大学カウンセリングセンター報告，6，1-3.
2610 駒米勝利　1982　「主体性を育てる合宿」に関する研究：第４章　合宿の概要（１.受付・オリエンテーション）　日本女子大学カウンセリングセンター報告，6，13-15.
2611 駒米勝利　1982　「主体性を育てる合宿」に関する研究：第４章　合宿の概要（２.全体会）　日本女子大学カウンセリングセンター報告，6，15-18.
2612 駒米勝利・浜崎武子・尾崎かほる・高遠寿賀子　1982　「主体性を育てる合宿」に関する研究第１章　合宿の歴史（駒米勝利）　第２章　合宿の目的についてー「主体性を育てる」（浜崎武子）
第３章　合宿の計画・日程（尾崎かほる）　第４章　合宿の概要　１.受付・オリエンテ－ション（駒米勝利）　２.全体会（駒米勝利）　３.小グループのプロセス　Aグループ（尾崎・高遠）Bグループ
（浜崎）Cグループ（駒米）　第５章　グループの考察（浜崎武子）　第６章 学生の感想文 第７章 まとめ　日本女子大学カウンセリングセンター報告，6，逆J 1-39.

2613 駒米勝利　1983　・　合宿後の展開　日本女子大学カウンセリングセンター編「『主体性を育てる合宿』に関する研究ーその２」，17-27.
2614 駒米勝利　1984　Person-Centered Approach の意味を求めて　日本女子大学カウンセリングセンター報告，7，14-20.
2615 駒米勝利　1990　エンカウンター・グループを中心にカウンセラー養成に関わって　日本カウンセリング学会第23回大会自主シンポジウム「カウンセラー養成に果たすミニカウンセリングの役
割―養成方法上の問題点をめぐって」発表

2616 駒米勝利　1991　エンカウンター・グループを中心にカウンセラー養成に関って　カウンセリング研究，24（１），83-85.
2617 駒米勝利　1991　ワークショップ：エンカウンター・グループ　日本学生相談学会第9回大会発表論文集,14-15.
2618 駒米勝利　1995　学生相談におけるグループ合宿の有意義性に関する一私論　日本学生相談学会第13回大会
2619 駒込勝利　1997　学生相談の目的と限界を問い直す―エンカウンター・グループの視点から―　日本学生相談学会第15回大会プログラム、11.
2620 駒井昇治　1979　あるエンカウンター・グループの軌跡　千葉大学教育学部卒業論文
2621 小正浩徳・友久久雄他　2007　PAC分析からみた学生ワーカーへの不登校キャンプの効果について　日本心理臨床学会第26回大会発表論文集,360.
2622 小松　実他　1995　グループ活動によって意欲を回復した高齢者の一例について　九州精神保健学会第41回大会抄録集,170.
2623 古松和載　1996　巻頭言：集団精神療法におけるスタッフ　集団精神療法,12(2),111-113.
2624 小松明子・南堂里美　1996　消極的な生活態度の患者にＳＳＴを導入して―お茶しませんか？―　第12回西日本精神保健学会プログラム・講演抄録集,124.
2625 小松明子・南堂里美他　1997　デイケアからのステップアップ戦デイケア通所から通リハ開始へ―　第43回九州精神保健学会プログラム講演抄録集,171.
2626 駒沢大学・駒沢短期大学学生相談室　1997　第４回“エンカウンター・グループ”合宿を開催して　駒沢大学・駒沢短期大学学生相談室「学生相談室年報」, 7, 26-29.
2627 米谷　淳　1991　リーダーシップ・トレーニングに関する基礎的研究　日本グループ・ダイナミックス学会第39回大会
2628 米谷　淳　1995　リーダーシップ訓練に関する実践的研究―看護婦リーダー研修のデザイン　日本グループ・ダイナミックス学会第43回大会
2629 小峰陽成・花村温子他　2004　コミュニケーション能力の向上を目指したグループの利用　日本集団精神療法学会第21回大会プログラム・抄録集, 39.
2630 小宮敬子・高橋律子・米山奈奈子　1990　保健所の窓口から見た子育て期の家族の問題と援助のあり方―セルフヘルプを基盤としたグループづくりに向けて　保健婦雑誌，46（6）,
2631 小宮敬子　1991　「薬物依存者の家族ミーティングにおけるメンバー間のセルフヘルプとスタッフの役割について」　日本集団精神療法学会第8回大会抄録集,46.
2632 小宮敬子　1991　薬物依存者の家族グループにおけるメンバー間の相互支援と専門職の関与のあり方　集団精神療法，7（2）,165-170.
2633 小宮敬子　1999　第8回日本精神保健看護学会学術集会　集団精神療法,15(1),103.
2634 小宮敬子　2005　ミニシンポジウム・：ミニシンポジウム「アディクションの集団精神療法と集団力動」　日本集団精神療法学会第２２回大会　プログラム・抄録集，29.
2635 小宮敬子・宮本真巳・伊藤ひろ子　1992　セルフヘルプ・グループの役割と専門職による支援に関する研究―セルフヘルプ・グループのリーダーへの構造的面接調査から　日本看護学会第
23回大会―地域看護



2636 小牟田豊美　1999　精神科診療所における通院集団精神療法；保健診療6ヶ月で出来ること、出来ないこと　日本集団精神療法学会第16回大会抄録集, 36.
2637 小室康平　1972　非行児のグループ・ワークについて　森脇　要編「集団心理療法の技術」（慶応通信）,165-242.
2638 小室康平・網野武博・諏訪部弥生　1969　情緒障害児の集団心理治療　第・報―その2母親の治療過程について　日本臨床心理学会第5回大会発表論文集,80.
2639 小牟田豊美　1999　精神科診療所における神経症および人格障害患者の通院集団精神療法―保険診療6ヵ月でできること、できないこと―　集団精神療法, 15(2), 166-170.
2640 近藤馨一　1973　学業不振児の治療　福岡県教育センター資料
2641 近藤馨一　1973　学業不振児の治療―グループカウンセリングの過程と治療効果について　福岡県教育センター紀要（号数不明）,31-64.
2642 近藤馨一　1973　自閉症児の治療―グループカウンセリングの過程と治療効果　日本相談学会第6回大会発表論文集,30-31.
2643 近藤邦夫　1974　自己理解のための「グループ合宿」　厚生補導，94，18-27.
2644 近藤馨一　1975　学級におけるエンカウンター・グループの研究ー自己実現への援助過程と体験者の変容ー　福岡県教育センター研究紀要，No.27.
2645 近藤直子他　1975　自閉症児の集団遊戯治療過程の分析と検討(3)　日本教育心理学会第17回総会
2646 近藤邦夫　1975　グループにおける成長経験　東京大学学生相談所紀要，2，17-29.
2647 近藤邦夫　1975　自己理解のための「グループ合宿」　東京大学学生相談所紀要，2，13-17.
2648 近藤馨一　1976　学級におけるエンカウンター・グループの研究―自己実現への援助の過程と体験者の変容―　日本相談学会第9回大会発表論文集
2649 近藤邦夫　1976　様々な自発的グループ活動へ―ひとつのコミュニティの中で　日本心理学会第40回大会発表論文集,S56-57.
2650 近藤邦夫　1977　グループ・アプローチと個人カウンセリングー１.グループで成長経験を得た学生を中心にして　佐治守夫・石郷岡　泰・上里一郎編「グループ・アプローチ」（誠信書房），

2651 近藤明子他　1978　自閉症児の集団指導に関する研究(2)―変容過程の分析　日本教育心理学会第20回総会
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特定 究）4135 中澤次郎　1987　大学生を対象とした行動集団カウンセリングの実際　第5回日本学生相談研究会研究発表大会

4136 中澤次郎　1987　中学生の学級指導としての行動集団カウンセリングの試みとその持続的効果について　日本相談学会第20回大会
4137 中澤次郎　1987　中学生の学級指導としての行動集団カウンセリングの試みとその持続的効果について　日本相談学会第20回大会
4138 中澤次郎　　1988　行動集団カウンセリングの実践ー行動理論と出会い体験の統合　川島書店
4139 中澤次郎　1988　行動集団カウンセリングの実践―行動理論と出会い体験の統合　川島書店
4140 中澤次郎　1988　大学の授業の中における分散的な構成集団カウンセリングの試み　日本カウンセリング学会第21回大会
4141 中澤次郎　1988　大学の授業の中における分散的な構成集団カウンセリングの試み　日本カウンセリング学会第21回大会
4142 中澤次郎　1989　行動集団カウンセリング　心理臨床，2（４），313-318.
4143 中澤次郎　1989　行動集団カウンセリング　心理臨床,2（4）,313-318.
4144 中澤次郎他　1989　グループ・カウンセリングのビデオによるノンバーバル・コミュニケーションの学習〔ビデオ発表〕　日本カウンセリング学会第22回大会発表論文集,164-165.



4145 中澤次郎　1990　グループ・カウンセリング　國分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房），144.
4146 中澤次郎　1990　開発的行動カウンセリング　カウンセリング研究会報告書（総務庁人事局）
4147 中澤次郎　1990　行動集団カウンセリング　國分康孝編「カウンセリング辞典」（誠信書房），180.
4148 中澤次郎・中川　清・野田重雄・村越登祐・古橋洋子　1992　認知行動集団カウンセリングの試み（・）　日本学生相談学会第10回大会
4149 中澤次郎他　1993　女子学生の短期集中カウンセリングの実践　日本カウンセリング学会第26回大会
4150 中澤次郎　1994　構成集団カウンセリング　中澤次郎編著「総合的カウンセリングへの学習と実践」（不昧堂出版），第３章.
4151 中澤次郎他　1994　中年女性による行動集団カウンセリングの学習とその効果　日本カウンセリング学会第27回大会
4152 中園尚武・豊永武盛他　2005　心理教育ABCプログラムにおける集団療法的機能　日本集団精神療法学会第２２回大会　プログラム・抄録集，67.
4153 難波　愛・柿澤良子他　2001　ミソドラマの実践に関する研究―中学生への試み―　日本心理臨床学会第20回大会研究発表集, 221.
4154 南部　靖・児玉照彰・東海林寛子・大林　純・鈴木仁史　1988　前思春期の子供たちを対象とした入院治療の試み　集団精神療法,4（1）,57-61.
4155 南部　靖・児玉照彰他　1987　前思春期の子供たちを対象とした入院治療の試み　日本集団精神療法学会第4回大会抄録集,10.
4156 納戸昌子他　1994　デイケアの開催日数の増加にともなう患者集団とその行動の変化　日本集団精神療法学会第11回大会抄録集,30-31.
4157 南堂里美・小松明子他　1996　デイケアにおけるＳＳＴの現状と今後の可能性―生活習慣の改善をめざして―　第12回西日本精神保健学会プログラム・講演抄録集,127.
4158 南河明文　2001　私の道楽　人間関係研究会「ENCOUNTER 出会いの広場」, 24 , 46-47.
4159 南山短期大学人間関係研究センター　1984　〈特集：Tグループ〉１.JICEラボラトリー・トレーニングの変遷（その１）（中堀仁四郎）　２.高等教育におけるTグループの実践（星野欣生・山口真
人）　３.人間関係科Tグループ実践をめぐって（座談会）　４.Tグループによる学習過程理解のための方法論的研究（１）ー学生の形容詞語表現による雰囲気理解への多次元的アプローチー
（津村俊充）　５.Tグループに於ける女性ー規範と性役割に由来する問題点ー（KANTER，R.M.〔會澤俊三訳〕）　南山短期大学人間関係研究センター「人間関係」創刊号，11-106.

4160 南山短期大学人間関係研究センター　1985　〈特集：人間教育における体験学習〉
・　高等教育における体験学習
１.南山短期大学人間関係科の教育の概観ー１０年の歴史と展望（星野欣生）２.人間関係科における教育の試みー見直された体験学習（R.A.メリット）３.“人間関係訓練による”体験学習ート
レーニングから学習へ（柳原　光）
・　南山短期大学人間関係学科の１０年１.教育の実践 ２.学生の学びとその軌跡３.人間関係科に新しくかかわる教員として 南山短期大学人間関係研究センター「人間関係」第２・３号合併

4161 名尾典子　　ファンタジー・グループにおける「体験」の意味ー「ことばが熟する」過程を通して　上智大学文学研究科修士論文
4162 直江裕之・見田牧子他　2002　デイケア集団精神療法の一考察－当院の現状をふまえて－　日本集団精神療法学会第19回大会プログラム抄録集,46.
4163 楢原和子・鶴田靖信　1996　ＳＳＴの導入により交流の幅が広がり、対人関係の改善が見られた一症例　第12回西日本精神保健学会プログラム・講演抄録集,130.
4164 楢崎敬子・井上隆則　1991　開放病棟に新しい集団治療活動を導入して　九州精神保健学会第37回大会抄録,190.
4165 成田　諭　1985　第７回　エンカウンター・グループ実施報告　亜細亜大学・日本経済短期大学学生相談室「学生相談室報告書」，7，9-13.
4166 成田　諭　1986　第８回　エンカウンター・グループ実施報告書　亜細亜大学・日本経済短期大学学生相談室「学生相談室報告書」，8，10-16.
4167 成田　諭　1987　第9回　エンカウンター・グループ合宿実施報告
亜細亜大学・日本経済短期大学学生相談室「学生相談室報告書」，9，10-18.

4168 成田　諭　1989　第１０回　エンカウンター・グループ合宿報告　亜細亜大学・日本経済短期大学学生相談室「学生相談室報告書」，10，11-27.
4169 成田　諭　1990　第１１回　出会いのグループ合宿報告　亜細亜大学・日本経済短期大学学生相談室「学生相談室報告書」，11，11-21.
4170 成田　伸・石井トク　1993　「体験学習」の文献的考察　看護教育，34（２），91-100.
4171 成田　諭　1996　第19回出会いのグループ合宿報告　亜細亜大学・亜細亜大学短期大学部「カウンセリングルーム」,19,24-35.
4172 成田　諭　1999　第20回出会いのグループ合宿報告　亜細亜大学・亜細亜短期大学カウンセリングセンター「カウンセリングセンター」,20,53-58.
4173 成田美保子・大槻貴子他　1992　摂食障害におけるCombined-Therapy　日本集団精神療法学会第9回大会抄録集,46-47.
4174 成澤博子他　1977　慢性分裂病者への心理劇の試み　芸術療法,8,59-67.
4175 成澤博子他　1978　慢性分裂病者への心理劇の試み（その2）　芸術療法,9,79-86.
4176 成澤博子他　1979　慢性分裂病者への心理劇の試み（その3）　芸術療法,10,39-46.
4177 成澤博子　1982　コメントを読んで　上智大学臨床心理研究,6,126-127.
4178 成澤博子　1982　一女性分裂病者への心理劇的アプローチ　上智大学臨床心理研究,6,107-123.



4179 成澤博子他　1982　分裂病者と役割　芸術療法,13,65-75.
4180 成澤博子　1986　心理劇における一女性分裂病者のセルフ・イメージの改善過程―Y子さんの強い自己主張とその表現病理との関わりを通して　日本心理臨床学会第5回大会発表論文
集4181 鳴沢　実　1987　授業の一環としてのエンカウンター・グループ合宿の教育的効果の一端ーある高等看護学校を例として　東京都立大学学生相談室「学生相談室レポート」，14，108-115.

4182 鳴澤　實・加藤美智子・清水幹夫　1996　会津田島寮エンカウンター・グループ報告　グループ効果について　東京都立大学学生相談室「学生相談室レポート」,23,48-56.
4183 鳴澤　實・清水幹夫・加藤美智子　1997　会津田島寮エンカウンター・グループ報告　東京都立大学学生相談室「学生相談室レポート」,24,69-75.
4184 Natawidjaja,R.　1974　外国人留学生の（第３回健康増進）セミナーリポート：THE REPORT OF SAIJO SEMINAR　広島大学保健管理センター編「Phoenix-Health」，7，31-36.
4185 縄田静香・田中信利　2003　英語授業における構成的グループエンカウンターの効果　九州心理学会第64回大会
4186 縄田容子・岡村克巳他　1991　入院治療における病態別・機能別集団治療活動・第2報―小集団活動の治療的意義　九州精神保健学会第37回大会抄録集,146.
4187 根本英行・石垣ちぐさ他　2002　社会的ひきこもり青年に対するグループアプローチが示唆すること－非精神病圏のひきこもりメンバーの動きを中心に－　日本集団精神療法学会第19回大
会プログラム抄録集,33.

4188 二橋那美子他　1995　日常生活におけるひらかれたカウンセリング（8）―グループカウンセリングにおける心理劇の活用　日本カウンセリング学会第28回大会
4189 二橋那美子他　1995　日常生活におけるひらかれたカウンセリング(8)―グループカウンセリングにおける心理劇の活用　日本カウンセリング学会第28回大会
4190 日本産業訓練協会　1962　センシティビティ・トレーニング　産業訓練資料，No.46.
4191 日本産業訓練協会　1962　特集：カウンセリングとセンシティビティ　産業訓練，12月号.
4192 日本・精神技術研究所編著　1983　話し合いで拓く自己発見法ー自分をより深く知るために　マネジメント社
4193 日本女子大学カウンセリングセンター　1983　「『主体性を育てる合宿』に関する研究ーその２」
　　はじめに（浜崎武子）
　・　研究目的（浜崎武子）
　・　第５回「主体性を育てる合宿」の実践（尾崎かほる）
　・　合宿後の展開（駒米勝利）
　まとめ（浜崎武子）　日本女子大学カウンセリングセンター編

4194 日本IPRの会　1985　〈特集：フォローアップ・トレイ二ング〉
フォローアップ・トレイ二ングの変遷（依田久男）
座談会：いま、改めてフォローアップとは（長井寛治・岡田玲一郎・星野　命・佐藤悦子・宮崎民雄）
フォローアップ・トレーニングについて思うこと（早坂孝次郎）　日本IPRの会「I.P.R.NEWS」，16号，1-6.

4195 日本IPRの会　1988　〈特集：「オブザーバー体験」の意味〉
生命の底力を体験（生駒美和）
グループの内と外（栗原親司）
覚えている二つのこと（赤羽興三郎）
「いまは亡き師」を伝承（島恒秀次）　日本IPRの会「I.P.R.NEWS」，20号，1-6.

4196 日本女子大学カウンセリングセンター　1993　1991年度宿泊研修（カウンセリング合宿）　日本女子大学カウンセリングセンター報告，15，35-39.
4197 日本女子大学カウンセリングセンター　1993　1993年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリングセンター報告，17，64-69.
4198 日本女子大学カウンセリングセンター　1994　1992年度宿泊研修（カウンセリング合宿）　日本女子大学カウンセリングセンター「カウンセリング・センター報告」，16，45-49.
4199 日本女子大学カウンセリング・センター　1996　1994年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリング・センター報告,18,51-56
4200 日本女子大学カウンセリング・センター　1996　1996年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリング・センター報告「大学教育とカウンセリング」, 20, 44-49.
4201 日本大学本部学生相談センター　1996　第12回Self Awareness Youth Seminar : SAYS-・（セイズ-12 ; 人と人との出会いの広場）について　日本大学学生相談室報告書,22,61-63&124.
4202 日本カウンセリング学会第30回大会発表論文集（1997年）,50-51　1997　＜日本カウンセリング学会第30回大会自主シンポジウム＞
個人支援とグループ支援をいかにミキシングするか
片野智治（企画者）
片野智治（司会者）
石隈利紀（話題提供者）
岡田　弘（話題提供者）
半田一郎（話題提供者）　日本カウンセリング学会第30回大会発表論文集（1997年）,50-51



4203 日本集団精神療法学会（第14回）シンポジウム＜集団精神療法の効き目と落とし穴＞　1997
司会（小谷英文・樋掛忠彦）
リーダーはグループにどう依存するか一大グループ精神療法を素材に一（相田信男）
治療環境と集団療法（篠原由利子）
看護婦と集団（武井麻子）
集団の治療的利用、その効果と陥害一作業活勤を介する集団療法の経験より一（山根 寛）　日本集団精神療法学会第14回大会プログラム

4204 日本女子大学カウンセリング・センター　1997　1995年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリング・センター報告,19,36-37.
4205 日本心理臨床学会（第17回）　1998　自主シンポジウム＜インターナショナル・エンカウンター・グループ（IEG）の現状と今後の課題＞
伊藤義美（企画者・司会者）
野島一彦（企画者・司会者）
畠瀬　稔（話題提供者）
清水幹夫（話題提供者）
高松　里（話題提供者）
村山正治（指定討論者）　日本心理臨床学会第17回大会発表論文集, 85.

4206 日本心理臨床学会（第17回）　1998　自主シンポジウム＜精神科における心理臨床（その4）─専門性発揮の前に問われるのは『デイケアスタッフ能力』。そのデイケアスタッフ能力って何だ
ろ？─＞
荊木義比古（企画者）
鈴木一基（司会者）
出田俊三（話題提供者）
竹村隆太（話題提供者）
窪田由紀（話題提供者）

4207 日本心理臨床学会第18回大会　1999　自主シンポジウム＜精神科デイケアにおける心理療法（その5）―他専門職種との円滑な協働とその工夫について、中堅者からの報告―＞
企画代表者：荊木義比古
司会者：平野　覚
指定討論者：大塚成仁 日本心理臨床学会第18回大会発表論文集, 97.

4208 日本心理臨床学会第18回大会　1999　自主シンポジウム＜精神障害者に対するレクリエーションの心理学的検討―デイケア・院内治療の場を手がかりに―＞
企画者：台　利夫・長谷川行雄
司会者：台　利夫
話題提供者：長谷川行雄，高井直子，清水明子，岸　広子
指定討論者：佐藤忠司 日本心理臨床学会第18回大会発表論文集, 83.

4209 日本心理劇学会（第6回）　2000　シンポジウム：新しい地平を求めて
増野　肇・滝沢広忠（司会者）
磯田雄二郎（シンポジスト）
土屋明美（シンポジスト）
針塚　進（シンポジスト）
マックス・クレイトン（コメンター）　日本心理劇学会第6回大会抄録集, 22-25.

4210 日本カウンセリング学会（第34回）　2001　自主シンポジウム＜エンカウンターで学校を創る＞
岡田　弘（企画・司会）
水上和夫（話題提供者）
吉澤克彦（話題提供者）
菊池章子（話題提供者）
上村国之（話題提供者）　日本カウンセリング学会第34回大会発表論文集,76-77.



4211 日本カウンセリング学会（第34回）　2001　自主シンポジウム＜学級崩壊-きれる-いじめ-不登校-中退を結ぶ糸は何か(4)｜ ソーシャル・スキルとグループ・アプローチの視点から｜ ＞
河村茂雄（企画・司会）
品田笑子（話題提供者）
藤村一夫（話題提供者）
小野寺正己（話題提供者）
森　憲治（話題提供者）
根田真江（話題提供者）
加勇田修士（話題提供者）
苅間澤勇人（話題提供者）
富家直明（指定討論者）　日本カウンセリング学会第34回大会発表論文集,62-63.

4212 日本女子大学カウンセリング・センター　2001　1999年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリング・センター報告「大学教育とカウンセリング」, 23, 45-47.
4213 日本女子大学カウンセリングセンター　2001　2000年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリングセンター「カウンセリング・センター報告」24, 34-39.
4214 日本心理臨床学会（第20回）　2001　自主シンポジウム：思春期のグループアプローチ（2）─不登校に対する援助手段として─
西村　馨（企画・司会者）
小谷英文（企画者）
西村　馨（話題提供者）
中川剛太（話題提供者）
奥田　亮（話題提供者）
西田行壮（話題提供者）　日本心理臨床学会第20回大会研究発表集, 103.

4215 日本集団精神療法学会第19回大会編　2002　シンポジウム：地域精神保健活動における集団精神療法　日本集団精神療法学会第19回大会プログラム抄録集,62-64.
4216 日本集団精神療法学会第19回大会編　2002　ミニ・シンポジウム：集団精神療法における倫理　日本集団精神療法学会第19回大会プログラム抄録集
4217 日本女子大学カウンセリングセンター　2002　2001年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリングセンター「カウンセリング・センター報告」25,44-47.
4218 日本カウンセリング学会（第36回）　2003　自主シンポジウム＜SGEの展望：エスリンから学ぶもの＞
片野智治（企画者）
河村茂雄（指定討論者）
大友秀人・武蔵由佳・品田笑子・岡田 弘・田島 聡（シンポジスト）　日本カウンセリング学会第36回大会発表論文集,66.

4219 日本カウンセリング学会（第36回）　2003　自主シンポジウム＜引きこもりを考える～自助グループの視点から～＞
繁田千恵（企画・司会）
内田昌宏・渡邉尚孝（シンポジスト）
松原達哉（指定討論者）　日本カウンセリング学会第36回大会発表論文集, 61.

4220 日本集団精神療法学会監修　2003　集団精神療法の基礎用語　金剛出版
4221 日本心理臨床学会（第22回）　2003　自主シンポジウム＜グループにおける感情性について(2)-Bionの集団理論と、その実証性の可能性についての吟味＞
Med Hafsi（企画・司会者）
Med Hafsi（発表者）
黒崎優美（発表者）
勝原千晴（発表者）
野村達也（発表者）　日本心理臨床学会第22回大会発表論文集, 315.

4222 日本心理臨床学会（第22回）　2003　自主シンポジウム＜思春期のグループアプローチ(4)＞
西村　馨（企画責任・司会者）
小谷英文（企画責任者）
菊池雅彦（話題提供者）
二ッ山亮（話題提供者）
多賀谷篤子（話題提供者）
小谷英文（指定討論者）　日本心理臨床学会第22回大会発表論文集, 314.

4223 日本人間性心理学会（第22回）　2003　自主企画：若手グループ臨床家の集い（2）─事例を通して─企画者（本山智敬・裏　美紀・永野浩二）　日本人間性心理学会第22回大会プログラム・
発表論文集, 58-59.



4224 日本カウンセリング学会（第37回）　2004　自主企画シンポジウム＜問題解決的（remedial）なSGEの有効性＞
片野智治（企画者）
明里康弘（話題提供者）
川端久詩（話題提供者）
森　憲治（話題提供者）
住本克彦（話題提供者）
曽山和彦（話題提供者）
犬塚文雄（指定討論者）
　日本カウンセリング学会第37回大会発表論文集,40.

4225 日本心理臨床学会（第23回）　2004　＜自主シンポジウム＞グループにおける感情性について（3）ーBionの集団理論と、その実証性の可能性についての吟味ー
Med Hafsi（企画・司会者）
Med Hafsi（発表者）
黒崎優美（発表者）
勝原千晴（発表者）
福間芽美（発表者）　日本心理臨床学会第23回大会発表論文集, 342.

4226 日本心理臨床学会（第23回）　2004　＜自主シンポジウム＞虐待・子育て支援領域におけるグループ・アプローチを用いた回復プログラムおよび親教育のプログラムの現状と課題
企画・司会者　柴田俊一
話題提供者　内田江里・平岡篤武・神村富美子
指定討論者 三沢直子 日本心理臨床学会第23回大会発表論文集, 342.

4227 日本人間性心理学会（第23回）　2004　＜自主企画＞若手グループ臨床家の集い（3）ー「私」がグループの中で大切にしているものとは？ー 企画・司会：本山智敬・裏　美紀・永野浩二　日
本人間性心理学会第22回大会発表論文集,44.

4228 日本人間性心理学会（第23回）　2004　自主企画：多文化相互理解エンカウンター・グループに関わって
企画：清水幹夫
司会：清水幹夫
話題提供者： 榊　祐子
　　　　　　     下田節夫
　　　　　　     高松　里
　　　　　　     畠瀬　稔
　　　　　     　福岡直樹
指定討論者：東口千津子
　日本人間性心理学会第22回大会発表論文集,51-56

4229 日本カウンセリング学会（第３８回）　2005　自主企画シンポジウム：授業にSGEを生かした学校づくり
岡田　弘　（企画・司会）
笹間真由美・村田重子・古川英香　（シンポジスト）
佐藤節子　（指定討論者）　日本カウンセリング学会第３８回大会

4230 日本人間性心理学会（第25回）　2006　＜自主企画＞若手グループ臨床家のつどい（4）ー「若手」が「グループのファシリテーションをする」ことについてー永野浩二・平井達也・加藤美紀・松
本大輝・本山智敬（企画・司会・話題提供者）　日本人間性心理学会第25回大会プログラム・発表論文集, 61-62.

4231 日本人間性心理学会（第26回）　2007　＜自主企画＞ファシリテーター・トレーニングについて考えるー自分自身であることを大事にするトレーニング・モデルとはー本山智敬・平井達也・永
野浩二・加藤美紀・松本大輝・（企画・司会・話題提供）　日本人間性心理学会第26回大会プログラム・発表論文集, 66-67.

4232 日本人間性心理学会（第26回）　2007　＜理事会企画シンポジウム＞わが国におけるパーソンセンタード・グループアプローチの可能性と課題
日本人間性心理学会理事会（企画）伊藤義美（司会）
畠瀬　稔・村山正治・大須賀克己（話題提供者）平山栄治（指定討論者）　日本人間性心理学会第26回大会プログラム・発表論文集, 50-54.

4233 日本グループ・ダイナミックス学会（第53回）　2006　〈シンポジウム〉グループ・ワーク　その光と陰－自己啓発セミナーを考える－
渡辺浪二・角山　剛（企画者）
小久保　温／中村和彦（話題提供者）
今川民雄／西日公昭（指定討論者）
渡辺浪二（司会者）　日本グループ・ダイナミックス学会第53回大会



4234 日本人間性心理学会(第12回)　1993　自主企画〈セルフヘルプ・グループの意義と今後の展望〉
伊藤伸二・高松　里・西村芳和(企画者)
高松　里(司会者)
村本邦子(話題提供者)
沢田　勝(話題提供者)
伊藤伸二(話題提供者)
村山正治(指定討論者) 日本人間性心理学会第12回大会発表論文集,2-3.

4235 日本人間性心理学会（第3回）　1984　自主シンポジウム　〈グループ・アプローチの発展―各立場の歩みと課題〉
畠瀬　稔・長谷川浩一（企画・司会）
畠瀬　稔：本シンポを企画するにあたって
早坂泰次郎：IPRトレイニングの実施と運営―方法論的視点から
星野欣生：高等教育におけるTグループ―南山短大人間関係科での実践
小谷英文：グループ・アプローチの発展―精神分析的グループ・アプローチの歩みと課題
国分康孝：構成的グループ・エンカウンターの場合
畠瀬直子：人間関係研究会のエンカウンター・グループ 日本人間性心理学会第3回大会

4236 日本人間性心理学会（第6回）　1987　自主企画　〈若手グループ臨床家の直面している諸問題〉
申　栄治・林　もも子（企画・司会）
申　栄治：「成長」と「病理」
林　もも子：Facとしての成長とIdentity
高松　里：EGとSHGのFacとして
山田俊介：Facとしての役割葛藤とIdentity
鈴木奈保子：Therapy Group実施のための準備点 日本人間性心理学会第6回大会

4237 日本人間性心理学会(第7回)　1988　自主企画　〈若手『グループ臨床家』の直面している諸問題（・）―グループ臨床はどこへ向かうのか〉
高松　里・広瀬寛子（企画・司会）
林　もも子：グループ臨床家としてのIdentityの模索
広瀬寛子：EGをみつめ直す
袰岩秀章：グループに今直面していること―年代の違い,見方の違い
小林佳子：学生相談の場でのFacとして
申　栄治：EGの理論化と運営形態の多様化
鈴木奈保子：現在行っているグループ臨床とその課題
高松　里：Faciをすることの「切なさ」
山田俊介：普通の人達によるグループの可能性 日本人間性心理学会第7回大会

4238 日本人間性心理学会（第8回）　1989　自主企画　〈若手グループ臨床家の直面している諸問題・〉
山田俊介・袰岩秀章（企画）
林　もも子：スタッフ・グループの重要性
広瀬寛子：授業としてのEGのFacを実践してきて
袰岩秀章：エンカウンター・グループにおけるエンカウンター体験とは何か
申　栄治：「疲れ・・・」
鈴木奈保子：ファシリテーター以外のスタッフの役割
高松　里：Group Psychotherapy とEncounter Group　―何が違うのか？
山田俊介：EG経験と日常生活　日本人間性心理学会第8回大会



4239 日本人間性心理学会（第13回）　1994　自主企画　〈エンカウンター・グループ（E・G）の未来〉
福井康之・増田　實・野島一彦（企画者）
福井康之（司会者）
畠瀬　稔　　（話題提供者）
増田　實　　（話題提供者）
野島一彦（話題提供者）
広瀬寛子（話題提供者）
高松　里　　（指定討論者）　日本人間性心理学会第13回大会発表論文集,14-15.

4240 日本人間性心理学会（第13回）　1994　自主企画　〈体験学習と教育―体験学習による教育体験わかちあいの場〉河津雄介（企画）
村久保雅孝（司会）
伊藤　稔：教育現場における「体験学習」の意味
刀根良典：小学校における体験学習の実践と考察
宮本信代：高校女性学の体験学習
山口真人：南山短大人間関係科の教育実践 日本人間性心理学会第13回大会発表論文集,30-31.

4241 日本心理学会（第38回）　1974　シンポジウム　〈心理的成長を課題とするグループ・アプローチ―各立場の特徴・背景・問題〉
畠瀬　稔（コンビーナー）,村山正治（司会者）：心理的成長を課題とするグループ・アプローチ
坂口順治：T・グループ
古屋健治：L・グループについて
畠瀬　稔：エンカウンター・グループ
星野　命：集中的グループ体験学習は何をもたらすか
深山富男：「グループ経験」へのコメント
　日本心理学会第38回大会発表論文集,91-99.

4242 日本心理学会（第39回）　1975　シンポジウム・　〈グループ・アプローチの基本的課題〉
都留晴夫（司会者）,古屋健治（コンビーナー）：グループ・アプローチの基本的課題
多田治夫：集中的グループ経験の基本目標とその成果
杉溪一言：産業組織におけるグループ・アプローチの課題
佐々木　薫：リーダーシップとワーカーシップ
長谷川浩一（ディスカッサント）　日本心理学会第39回大会発表論文集,S1-S4.

4243 日本心理学会（第40回）　1976　シンポジウム８　〈グループ・アプローチの展開とその将来的課題〉
都留春夫（企画者）：グループ・アプローチの展開とその将来的
坂口順治（司会者）
東山紘久：エンカウンター・グループのひろがりとふかまり
近藤邦夫：様々な自発的グループ活動へ
穂積　登：チェンジス的集いの試み　日本心理学会第40回大会発表論文集,S53-S59.

4244 日本心理学会（第52回）　1988　シンポジウム　〈エンカウンター・グループの展開〉
村山正治（企画者・司会者）
山口真人：教育とエンカウンターグループ
小柳晴生：エンカウンター・グループの現代的意味
安部恒久：「個人・集団」療法とエンカウンター・グループ
高松　里：エンカウンター・グループとセルフ・ヘルプ・グループ
鉅鹿健吉：国際化とエンカウンター・グループ
小谷英文（指定討論者）
畠瀬直子（指定討論者）　日本心理学会第52回大会



4245 日本心理臨床学会(第9回)　1990　自主シンポジウム〈個人精神療法と集団精神療法の接点―その効果と限界〉
高良　聖(企画責任者・司会者)
鍋田恭孝(話題提供者)
台　利夫(話題提供者)
小谷英文(話題提供者)
熱田一信(話題提供者)
松井紀和(指定討論者) 日本心理臨床学会第9回大会発表論文集,65.

4246 日本心理臨床学会(第12回)　1993　自主シンポジウム〈精神分裂病者の集団精神療法〉
小谷英文(企画者)
井上直子・西川昌宏(司会者)
杉山恵理子(話題提供者)
西村　馨(話題提供者)
小沢良子(話題提供者)佐治守夫(指定討論者)
磯部修一(指定討論者) 日本心理臨床学会第12回大会発表論文集,71.

4247 日本心理臨床学会(第14回)　1995　自主シンポジウム〈心理劇の可能性と展望〉
針塚　進(企画者)
土屋明美(企画者)
金子進之介(司会者)
浅野恵美子(話題提供者)
藤堂宗継(話題提供者)
高田弘子(話題提供者)
土屋明美(話題提供者)
島谷まき子(指定討論者)
高良　聖(指定討論者) 日本心理臨床学会第14回大会発表論文集,90.

4248 日本心理臨床学会(第14回)　1995　自主シンポジウム〈精神科デイ・ケアにおける心理臨床―デイ・ケア・スタッフであることと、CPとしての独自性および専門性について考える〉
荊木義比古(企画者)
荊木義比古(司会者)
出田俊三(話題提供者)
高松真理(話題提供者)斉藤由美(話題提供者)
鈴木一基(話題提供者)
窪田由紀(指定討論者) 日本心理臨床学会第14回大会発表論文集,76

4249 日本心理臨床学会(第14回)　1995　自主シンポジウム〈病院心理臨床における集団精神療法，生活技能訓練法，痴呆性老人入院精神療法をめぐって〉
中川賢幸(企画者)
西本末子(司会者)
木村明子(話題提供者)
黒川由紀子(話題提供者)
中川賢幸(話題提供者)
西本末子(話題提供者) 日本心理臨床学会第14回大会発表論文集,81

4250 日本心理臨床学会(第25回)　2006　自主シンポジウム〈サポート・グループの現在と可能性ー実践者とこれから実践をする人たちの集いー〉
高松　里(企画者)
井内かおる(司会者)
吉川麻衣子・都能美智代・中地展生・板東充彦(話題提供者)
村山正治（指定討論者）　日本心理臨床学会第25回大会発表論文集,518.

4251 日本心理臨床学会(第25回)　2006　自主シンポジウム〈思春期の心理臨床を考える1～不登校児，発達障害児を対象とした活動集団療法の体験から学ぶ～〉
杉原幹夫・橋本智恵美(企画者)
杉原幹夫・橋本智恵美(司会者)
井上真一・湊崎和範・西村悦子・財満義輝(話題提供者)
小谷英文（指定討論者）　日本心理臨床学会第25回大会発表論文集,494.



4252 日本心理臨床学会(第25回)　2006　自主シンポジウム〈非言語的心理療法　ダンス／ムーブメント・セラピー(3)～ダンス／ムーブメント・セラピーの可能性と課題～〉
宮城　整・鍛冶美幸・岸　竜馬(企画者)
山下弥生(司会者)
神宮京子・荒川香代子(話題提供者)
宮城　整・鍛冶美幸・梶 明子（指定討論者）　日本心理臨床学会第25回大会発表論文集,498.

4253 日本心理臨床学会（第1回）　1982　交流の広場　〈個人療法とグループアプローチ〉
木村　駿（司会者）
小谷英文：個人療法とグループ・アプローチ―Dynamic Psychotherapy の立場からの展望と提言
野島一彦：個人療法とグループ・アプローチ 日本心理臨床学会第1回大会

4254 日本心理臨床学会（第5回）　1986　参加者企画シンポジウム　〈グループ・アプローチのこれから〉
新田泰生（企画者）
安部恒久（司会者）
小柳晴生：現代におけるエンカウンター・グループの社会的意義―『時間の消費』を鍵概念として
伊藤義美：学生グループ・アプローチのこれから
申　栄治：エンカウンター・グループにおけるリサーチのこれから
新田泰生：表現的グループ・アプローチへの流れ 日本心理臨床学会第5回大会

4255 日本心理臨床学会（第6回）　1987　自主シンポジウム　〈継続型グループの問題点と可能性〉
岩村　聡（企画者）
小柳晴生（司会者）
保坂　亨：学生相談所を拠点とする談話室グループ
岩村　聡：体験の統合の場をめざして
野島一彦：わが国における継続型グループの概観
佐治守夫（指定討論者）
小野　修（事例報告者）
長尾　勲（事例報告者）　日本心理臨床学会第6回大会

4256 日本心理臨床学会（第7回）　1988　自主シンポジウム　〈構成的グループ・エンカウンターと非構成的グループ・エンカウンターの統合と展望〉
菅沼憲治（企画者）
大島貞夫（司会者）
野島一彦：非構成的エンカウンター・グループ
清水幹夫：非構成的グループ・エンカウンターの立場から
村瀬　旻：構成的グループ・エンカウンターの立場から
菅沼憲治：構成的グループ・エンカウンター―エクササイズ論を中心として
六角浩三（指定討論者）
東山紘久（指定討論者）　日本心理臨床学会第7回大会

4257 日本心理臨床学会（第8回）　1989　自主シンポジウム　〈学校教育システムの中でのグループアプローチ〉
山口真人（企画者・司会者）
倉戸ヨシヤ：心理臨床家養成
福井康之：教員養成
野島一彦：看護教育
星野欣生：教養教育（実験的大学）
畠瀬　稔（指定討論者）　日本心理臨床学会第8回大会

4258 日本心理臨床学会(第9回)　1990　特定テーマ発表〈集団精神療法的アプローチ―精神分裂病者の集団精神療法の目的と意義〉
野島一彦(司会者)
浮田徹嗣：「精神分裂病」と診断された男子高校生に対する個別面接と集団療法―S精神科医院レクリエーション寮園における体験から
高松　里：長期入院患者の集団精神療法
阿部真里子・野本路可：高齢の慢性分裂病者に対する集団精神療法―リハビリ的レクリエーション的アプローチ 日本心理臨床学会第9回大会発表論文集,380-385.



4259 日本心理臨床学会（第10回）　1991　自主シンポジウム　〈グループ・アプローチにおける日常性と非日常性〉
伊藤義美（企画者）
田畑　治（司会者）
下田節夫：シェアード・リーダーシップ実現の観点から
新田泰生：日常とグループとの価値葛藤の観点から
伊藤義美：3・3・1方式の観点から
土川隆史（指定討論者）　日本心理臨床学会第10回大会

4260 日本心理臨床学会（第11回）　1992　自主シンポジウム　〈大学の授業の方法として試みているグループ技法による人間性開発を目的とした授業実践〉
福井康之（企画者・司会者）
山口勝弘（シンポジスト）
菅沼憲治（シンポジスト）
新田泰生（シンポジスト）　日本心理臨床学会第11回大会発表論文集,66.

4261 日本心理臨床学会(第11回)　1992　自主シンポジウム〈分裂病者にとっての集団精神療法〉
高松　里・上原かやの(企画者)
上原かやの(司会者)
野島一彦(話題提供者)
荊木義比古(話題提供者)
新　雅子(話題提供者)
高松　里(話題提供者)
山口　隆(指定討論者) 日本心理臨床学会第11回大会発表論文集,72.

4262 日本心理臨床学会（第12回）　1993　自主シンポジウム　〈グループ・アプローチの危険・副作用とそれへの対応〉
野島一彦（企画者・司会者）
山口真人（話題提供者）
小柳晴生（話題提供者）
日高正宏（話題提供者）
中山　巌（話題提供者）
村久保雅孝（話題提供者）
岩村　聡（指定討論者）　日本心理臨床学会第12回大会発表論文集,73.

4263 日本心理臨床学会（第12回）　1993　自主シンポジウム　〈大学の授業の方法として試みているグループ技法による人間性開発を目的とした授業実践・〉
福井康之（企画者・司会者）
菅沼憲治（話題提供者）
新田泰生（話題提供者）　日本心理臨床学会第12回大会発表論文集,80.

4264 日本心理臨床学会（第13回）　1994　自主シンポジウム　〈グループ・アプローチ各派の目指す人間像〉
日高正宏（企画者）
岩村　聡（司会者）
岩村　聡（司会者）
野島一彦（話題提供者）
山口真人（話題提供者）
新里里春（話題提供者）
高良　聖（話題提供者）
日高正宏（話題提供者）
小柳晴生（指定討論者）　日本心理臨床学会第13回大会発表論文集,81.



4265 日本心理臨床学会（第13回）　1994　自主シンポジウム　〈ゲシュタルト療法の課題と展望―18年間の軌跡をたどりつつ〉
倉戸ヨシヤ（企画者）
利根川雅弘（司会者）
井上文彦（話題提供者）
倉戸由紀子（話題提供者）
入谷好樹（指定討論者）
木村　易（指定討論者）　日本心理臨床学会第13回大会発表論文集,96.

4266 日本心理臨床学会（第13回）　1994　自主シンポジウム　〈大学の授業の方法として試みているグループ技法による人間性開発を目的とした授業実践・〉
新田泰生（企画者・司会者）
福井康之（話題提供者）
菅沼憲治（話題提供者）
滝野　功（話題提供者）
山口良一（指定討論者）　日本心理臨床学会第13回大会発表論文集,88.

4267 日本心理臨床学会（第26回）　2007　特別講演『集団精神療法による攻撃性の理解：攻撃性の健康―不健康な表れ』講演者：Frances Bonds-White,Ed.D.
司会者：小谷英文 日本心理臨床学会第26回大会発表論文集,3.

4268 日本相談学会（第12回）　1979　グループ・ワーク　〈グループ・アプローチの検討〉世話人：古屋健治，早坂泰次郎　この記録は、相談学研究,13（１）,23-25.
4269 日本相談学会（第15回）
　1982　シンポジウム　〈心理療法とカウンセリングにおけるグループ・アプローチ〉
田中熊次郎（司会者）
増田　実：エンカウンター・グループの立場から
杉溪一言：成長グループの立場から
対馬　忠：集団心理療法の立場から―私　の経験から
台　利夫：サイコドラマの立場から―慢性分裂病者の活動集団療法
村山正治（指定討論者）
石井完一郎（指定討論者）
日本相談学会第15回大会

4270 日本集団精神療法学会(第7回)　1990　シンポジウム・〈集団精神療法としての生活技能訓練〉
前田ケイ(司会者)
坂野雄二：Social Skills Trainingの発展と今後の課題
皿田洋子：Social Skills Trainingの実際と評価
鈴木　丈：病院臨床でのSST
安西信雄：集団療法の中での生活技能訓練 日本集団精神療法学会第7回大会抄録集,11-14.

4271 日本集団精神療法学会(第7回)　1990　シンポジウム・〈集団精神療法はなぜ有効なのか〉
吉松和哉(司会者)
今西美榮子：集団作業療法における“互恵的利他性”の検討
鍋田恭孝：構成化されたエンカウンターグループの治療促進因子について―特に青年期の患者(対人恐怖症および慢性登校拒否児)の治療を通じて
小谷英文：ジゾイド的ひきこもりからの脱出と集団力動
小山内　實：分裂病者の主体性と集団精神療法 日本集団精神療法学会第7回大会抄録集,45-47.

4272 日本集団精神療法学会(第8回)　1991　シンポジウム〈個人精神療法と集団精神療法―とくに分裂病圏の病態をめぐって〉
山口　隆・成田善弘(司会者)
木戸幸聖：(私の)個人精神療法的アプローチから安永　浩：総論的観点から
鈴木純一：集団精神療法と個人精神療法―集団精神療法をどう見るか
小山内　實：デイケア施設における集団精神療法と個人精神療法 日本集団精神療法学会第8回抄録集,17-21.



4273 日本集団精神療法学会(第9回)　1992　シンポジウム〈個人力動と集団力動の関係〉
北西憲二・斉藤英二(司会者)
吉松和哉：精神分析学の立場から
増野　肇：サイコドラマの立場から
前田ケイ：ソーシャルワーク及びSSTの立場から
平木典子：Tグループ及び家族療法の立場から 日本集団精神療法学会第9回抄録集,19.

4274 日本集団精神療法学会(第10回)　1993　シンポジウム〈日常治療実践としての集団精神療法〉稲村　茂・杉山　和(司会者)
西脇　巽：実際診察場面における集団精神療法
浅野弘毅：デイケアの治療構造―集団に着目して
中村正利：地域活動における集団精神療法
高林健示：思春期の入院集団精神療法　日本集団精神療法学会第10回抄録集,14-18.

4275 日本集団精神療法学会(第11回)　1994　シンポジウム〈集団を対象とする治療・援助の計画と効果―様々なグループワークにおける集団力動とは何か？〉
小谷英文・野中　猛(座長)
高良　聖：構造化された集団精神療法における集団力動
宮内　勝：リハビリテーション・グループにおける集団力動
狩野力八郎：多職種間のチーム活動における集団力動
岩田泰夫：セルフヘルプグループにおける集団力動
坂口信貴(指定討論者) 日本集団精神療法学会第11回抄録集,74-83.

4276 日本集団精神療法学会(第11回)　1994　特別企画〈精神科リハビリテーション場面におけるグループ活動の検討―集団に入りにくい事例を通して〉
山下清次・村上則子・高橋雪子(事例提供)
窪田　彰・山根 晃(助言者)　日本集団精神療法学会第11回抄録集,12-13.

4277 日本集団精神療法学会(第12回)　1995　シンポジウム〈出会いと試み〉
稲村　茂・土屋明美(司会)
田邉　等：精神保健領域におけるグループ・アプローチ
豊城まさ子：長期にわたる病院での集団精神療法の体験について
水澤都加佐：アルコール依存症の回復過程と集団精神療法
衣笠隆幸：対象関係論的グループ療法について 日本集団精神療法学会第12回抄録集,19-23.

4278 日本集団精神療法学会（第24回）　2007　シンポジウム：「様々な集団におけるグループダイナミックス―生きたグループダイナミックスの理解とは―」
狩野力八郎・権　成鉉（司会者）
ロンドンにおける急性期病棟の集団精神療法　関　百合
長期入院者の退院援助ミーティングから見えてくるもの　浅田　護
デイケアのグループダイナミックス　衣笠隆幸
生活を共有した集団療法の効果について―A氏が起こした暴力事件を通して　山口己貴子
　日本集団精神療法学会第24回大会プログラム抄録集,61-64.

4279 日本カウンセリング学会（第35回）　2002　自主シンポジウム＜ふれあいのエクササイズを創る―現場の状況とニーズに応じるアプローチ―＞
　有沢孝治（企画・司会）
　武藤文彦（話題提供者）
　田中朱音（話題提供者）
　高木千恵子（話題提供者）
　浅井千秋（話題提供者）
　宮崎順一（話題提供者）
　仲手川勉（指定討論者）
　山本銀次（指定討論者）　日本カウンセリング学会第35回大会発表論文集, 29.



4280 日本カウンセリング学会（第33回）　2000　自主企画シンポジウム＜学校教育における構成的グループ・エンカウンターの可能性＞
片野智治（企画者）
片野智治（司会者）
中村和賀子（話題提供者）
森　憲治（話題提供者）
鹿嶋真弓（話題提供者）
田島　聡（話題提供者）
犬塚文雄（指定討論者）　日本カウンセリング学会第33回大会発表論文集, 48-56.

4281 日本カウンセリング学会（第33回）　2000　自主企画シンポジウム＜対人関係ゲーム・プログラム（SIG）による学級づくり─「群れづくり」を中核とする人間関係づくりのアプローチ─＞
田上不二夫・岸田幸弘（企画者）
高橋知音・岸田幸弘（司会者）
大澤靖彦（話題提供者）
西澤佳代（話題提供者）
岸田優代（話題提供者）
滝沢洋司（話題提供者）
鈴木由美（指定討論者）　日本カウンセリング学会第33回大会発表論文集, 32-40.

4282 日本カウンセリング学会（第29回）　1996　自主シンポジウム＜いじめ・不登校予防のサイコエジュケーション─構成的グループ・エンカウンターの活用法＞
片野智治（企画・司会）
河村茂雄（話題提供者）
品田笑子（話題提供者）
吉澤克彦（話題提供者）
岡田　弘（話題提供者）
石隈利紀（指定討論者）　日本カウンセリング学会第29回大会

4283 日本女子大学カウンセリング・センター　2003　2002年度グループ合宿　日本女子大学「カウンセリング・センター報告」，26，50．
4284 日本教育心理学会（第46回）　2004　＜自主シンポジウム＞学校への社会的スキル・トレーニングの普及ー学級を単位とした、担任の指導による社会的スキル・トレーニングの実践ー
宝田幸嗣（企画者）
沢崎達夫（司会者）
大澤靖彦（話題提供者）
笠嶋友子（話題提供者）
宝田幸嗣（話題提供者）
鈴木由美（指定討論者）
小暮陽介（指定討論者）　日本教育心理学会第46回総会プログラム

4285 日本教育心理学会（第48回）　2006　〈シンポジウム〉小中学生を対象としたアサーション・トレーニングの試み
森　敏昭（司会者）
加藤佳子（企画・話題提供者）
西　敦子／栗原慎二（話題提供者）
前田健一（指定討論者）　日本教育心理学会第４８回総会

4286 日本教育心理学会（第43回）　2001　自主シンポジウム＜学校経営に活用するグループ・アプローチのあり方―学級崩壊の予防・対応から積極的活用へ―＞
　河村茂雄（企画・司会者）
　品田笑子（話題提供者）
　藤村一夫（話題提供者）
　橋本　登（話題提供者）
　小野寺正己（話題提供者）
　刈間澤勇人（話題提供者）
　田上不二夫（指定討論者）



4287 日本人間性心理学会第21回大会　2002　自主シンポジウム：不登校に関わる保護者・教師への援助について̃グループ・セラピーとしての「不登校を考える会」̃
伊藤　隆（企画・司会）
相本秀彦（話題提供者）
伊藤　隆（話題提供者）
安田一之（話題提供者）
松本　剛（話題提供者）
小野　修（指定討論者）
山本昌輝（指定討論者）　日本人間性心理学会第21回大会発表論文集,46-47.

4288 日本人間性心理学会（第15回）　1996　ラウンドテーブル＜グループ・アプローチをめぐる諸問題＞ 野島一彦（企画者）　日本人間性心理学会第15回大会発表論文集,32.
4289 日本人間性心理学会（第15回）　1996　ラウンドテーブル＜ゲシュタルト・セラピーの現在＞ 木村　易（企画者） 入谷好樹（企画者）　日本人間性心理学会第15回大会発表論文集,33.
4290 日本人間性心理学会（第15回）　1996　自主企画＜現代社会におけるセルフ・ヘルプ・グループの意義と使命＞ 高松　里（企画・司会・話題提供） 伊藤信二（企画・司会・話題提供） 西　順
子（話題提供） 松田博幸（話題提供） 宮本真巳（話題提供） 村山正 日本人間性心理学会第15回大会発表論文集,12-13.

4291 日本人間性心理学会（第15回）　1996　自主企画＜高等教育における体験学習＞ 河津雄介 河津芳子 小島新平 原口芳明 村久保雅孝　日本人間性心理学会第15回大会発表論文集,10-

4292 日本心理臨床学会（第15回）自主シンポジウム＜グループ・アプローチにおける表現活動＞　1996
伊藤義美（企画者）
伊藤義美（司会者）
木村　易（話題提供者）
原口芳明（話題提供者）
伊藤義美（話題提供者）
野島一彦（指定討論者）　日本心理臨床学会第15回大会発表論文集,98.

4293 日本心理臨床学会（第15回）自主シンポジウム＜精神科デイ・ケアにおける心理臨床（その２）―臨床心理士にできること、その実践と可能性を語り合う―＞　1996
荊木義比古（企画者）
窪田由紀（司会者）
大塚成仁（話題提供者）
竹村洋子（話題提供者）
桑野孝子（話題提供者）
荊木義比古（話題提供者）
峰松　修（指定討論者）　日本心理臨床学会第15回大会発表論文集,97.

4294 日本心理臨床学会（第21回）　2002　自主シンポジウム：アドベンチャー・グループ・カウンセリングの現状と今後－学校教育、非行臨床、産業分野への適用に向けて－
　宮川治樹（企画者）
　川島恵美（司会者）
　難波克己（話題提供者）
　藤村　寿・辻村徳治・宮川治樹（指定討論者）　日本心理臨床学会第24回大会発表論文集, 405.

4295 日本心理臨床学会（第21回）　2002　自主シンポジウム：グループにおける感情性について－Bionの理論に基づく実証的研究のプログラムの紹介－
　Mohamed HAFSI（企画・司会者）
　勝原千晴・黒崎優美・Mohamed HAFSI・井上 操・野村達也（話題提供者）　日本心理臨床学会第26回大会発表論文集, 424.

4296 日本心理臨床学会（第21回）　2002　自主シンポジウム：思春期のグループアプローチ(3)－グループでの対話を作り出す－
　西村　馨（企画・司会者）
　小谷英文（企画者）
　菊池雅彦・川端壮康・中川剛太（話題提供者）
　日本心理臨床学会第26回大会発表論文集, 429.



4297 日本心理臨床学会（第16回）　1997　自主シンポジウム＜ボディーワークを用いた集団アプローチ―グループ運動表現療法の実際―＞
矢幡　洋（企画者）
矢幡　洋（司会者）
箕口雅博（話題提供者）
花村温子（話題提供者）
伊藤ひろみ（話題提供者）
浅井健史（話題提供者）
伊藤隆一（指定討論者）
矢幡　洋（指定討論者）　日本心理臨床学会第16回大会発表論文集,110.

4298 日本心理臨床学会（第16回）　1997　自主シンポジウム＜精神科デイ・ケアにおける心理臨床（その３）―若手CPたちが語るデイケア心理臨床の醍醐味―＞
荊木義比古（企画者）
高松真理（司会者）
平野　覚（話題提供者）
石田典子（話題提供者）
千苅泰子（話題提供者）
奥　時子（話題提供者）
藤原勝紀（指定討論者）　日本心理臨床学会第16回大会発表論文集,92.

4299 日本心理臨床学会（第19回）　2000　自主シンポジウム＜エンカウンター・グループは何をめざすのか─21世紀に向けて─＞
中田行重・野島一彦（企画者）
中田行重（司会者）
畠瀬　稔（話題提供者）
村山正治（話題提供者）
小野　修（話題提供者）
清水幹夫（話題提供者）
村久保雅孝（話題提供者）
広瀬寛子（話題提供者）
野島一彦（指定討論者）
平山栄治（指定討論者）　日本心理臨床学会第19回大会研究発表集,300.

4300 日本心理臨床学会（第19回）　2000　自主シンポジウム＜思春期のグループアプローチ─現状と展望─＞
西村　馨・小谷英文（企画者）
西村　馨（司会者）
能　幸夫（話題提供者）
藤田悠紀子（話題提供者）
杉原幹夫（話題提供者）
高橋裕行（話題提供者）
西出隆紀（指定討論者）　日本心理臨床学会第19回大会研究発表集,297.

4301 日本心理臨床学会（第19回）　2000　自主シンポジウム＜精神科デイケアにおける心理臨床（その6）─続・他専門職種との円滑な協働とその工夫について─＞
荊木義比古（企画者）
荊木義比古（司会者）
高松真理（話題提供者）　日本心理臨床学会第19回大会研究発表集,301.

4302 日本心理劇学会（第2回）シンポジウム『心理劇の現況と展開に向けて』　1996
高良　聖（司会）
金城正典（シンポジスト）
熊谷雅之（シンポジスト）
楠　峰光（シンポジスト）
小宮　健（シンポジスト）
増野　肇（指定討論）
第２回日本心理劇学会・第22回西日本心理劇学会プログラム・発表要旨集,6.



4303 日本女子大学カウンセリングセンター　1999　1997年度グループ合宿　日本女子大学カウンセリングセンター「カウンセリングセンター報告」,21,33-37.
4304 二井田令子　1985　エンカウンター・グループ：Cグループについて　広島大学総合科学部学生相談室活動報告書，9，49-52.
4305 二井田令子　1987　感想文：　EGに参加して思うこと　広島大学総合科学部学生相談室「学生相談室活動報告書」，11，42.
4306 新村加代子他　1995　グループ活動を通して病棟の活性化を図る―チーム医療でのとりくみ　九州精神神経学会第48回大会抄録集,132.
4307 新納健二・小野克彦　1969　集団心理治療過程の研究―薬物・アルコール中毒者に対する集団カウンセリング過程の分析　日本臨床心理学会第5回大会発表論文集,14.
4308 新妻　大・植山起佐子　2005　指導困難校における生徒の主体性に及ぼす学生ボランティアグループ導入の成果ー学校・SC・ボランティアグループの連携と学習支援活動を通した校内活
動から地域活動への広がりー　日本心理臨床学会第24回大会発表論文集, 71.

4309 野島一彦（研究代表者）　2007　母国語(中国語)による日本在住の修学生の心理支援に関する研究　平成17・18年度科学研究費補助金(萌芽研究：課題番号17653080)研究成果報告書
4310 仁木国秋　1972　一時保護所に於けるグループ・ワーク　森脇　要編「集団心理療法の技術」（慶応通信）,243-289.
4311 仁木富美子・伊藤義徳他　2002　社会的スキル訓練が大学生のシャイネスに及ぼす効果についての実験的検討　日本カウンセリング学会第35回大会発表論文集, 171.
4312 人間関係研究会　1971　「エンカウンター・グループ文献リスト（・　英文）」
4313 人間関係研究会　1971　「エンカウンター・グループ文献リスト（・　邦文）」
4314 「人間関係」　1990　〈特集：Tグループ再考〉
１.Tグループの倫理（中堀仁四郎）
２.Tグループと霊性教育（まどか庸代）
３.Tグループに関する２つの考察（木村晴子）
４.ラボラトリー教育におけるプログラミングについての考察ーTグループを中心にした教育実践に向けて（津村俊充）
５.トレーナーになること（星野欣生）
６.対話的教育ーM.ブーバーの教育論をめぐって（宮本　桂）
7.学生にとってのTグループの意味（文珠紀久野）
８.Tグループに思う
　（１）遅い気づき（メリット，R.A.)
 　（2）Tグループ・トレーニングの場に座すとき（會澤俊三）
　（３）Tグループで思うこと（大森正樹）
　（４）Tグループ・トレーニングの経験と家族（伊藤雅子）
　（５）Tグループ実践への提案ー私のTグループ経験から（津村俊充）
　（６）Wendepunktー私のTグループ（グラバア俊子）
　（７）Tグループ随感（竹内敏晴）　「人間関係」，７，35-154.

4315 人間関係研究会編　2001　人間関係研究会30周年記念特集号
人間関係研究会三十周年記念特集号の刊行にあたって
設立三十周年記念フォーラム「人と人のつながりを求めて―E．Gの可能性を問う―」
企画の趣旨（渡辺　忠）
開会の辞（大須賀発蔵）
日本版ヴィデオ「鋼鉄のシャッター」（Steel Shutter）上映と解説（畠瀬　稔）
エンカウンターグループを東洋の風土のもとで（大須賀発蔵）
がん医療とエンカウンター・グループ（広瀬寛子）
ネットワーキングによるシステム変化の促進（村山正治）
フォーラムに参加して（平山栄治）
三十周年記念清里ワークショップ報告
人と人の新しい出会いを求めて（伊藤義美）
コミュニティ・ミーティングの可能性（古谷公彦）
清里プログラム・一九九九、二〇〇〇に参加して（小泉周二）
清里ワークショップ（木村幸次）
三十周年記念メッセージ私の声（高橋紀恵子・小泉周二・大蔵哲司・鈴木正子・南河明文・西川和夫・幸野美雪・末包あけみ・進藤　晃・横山体真・後藤忠哉・山本房子・森尾邦江・池田久
剛・真澄　寛）

4316 二宮喜代子　2001　日本語教育に活かす構成的グループ・エンカウンターの試みーショートエクササイズ｢いいこと探し」－　教育カウンセラー養成講座　参考資料 ,7-16.



4317 二宮喜代子　2001　日本語教育に活かす構成的グループ・エンカウンターの試みーショートエクササイズ｢いいこと探し」－　教育カウンセラー養成講座　参考資料 ,7-16.
4318 二ノ宮英義　2007　「半構成方式」による看護学生の研修型エンカウンター・グループの事例研究　九州大学心理臨床研究,26,87-94.
4319 二ノ宮英義・廣　梅芳他　2006　臨床心理系の大学院1年生のためのエンカウンター・グループの試みー院生ファシリテーターによるメンタルヘルス・サポートー　日本人間性心理学会第25
回大会プログラム・発表論文集, 77-78.

4320 韮沢　明　1990　精神科デイケアという場・関わりにおけるスタッフの“援助性”―関わり・とりわけ観るということについて　日本集団精神療法学会第7回大会抄録集,16-17.
4321 楡木満生　1989　行動集団カウンセリングにおけるメンバーの自己開示の意識調査の研究　日本カウンセリング学会第22回大会発表論文集,140-141.
4322 楡木満生・中沢次郎　1989　行動集団カウンセリングにおけるメンバーの自己開示の意識調査の研究　日本カウンセリング学会第22回大会発表論文集,140-141.
4323 西　昭夫・村瀬　旻・国分久子・国分康孝・菅沼憲治　1985　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その16）―初参加者と再参加者とのプログラム評価の相関について　日本
相談学会第18回大会

4324 西　昭夫・村瀬　旻・国分久子・国分康孝・菅沼憲治　1986　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その21）―男子学生と女子学生とのプログラム評価の相関について　日本
相談学会第19回大会論文集

4325 西　昭夫・村瀬　旻・国分久子・国分康孝・菅沼憲治　1987　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その26）―high learner と　low learner のP.F.スタディの比較　日本相談学会
第 大会4326 西　昭夫・国分康孝・菅沼憲治・村瀬　旻・国分久子　1988　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その29）―EPPS性格検査による pre-after の差について　日本カウンセリン
グ学会第21回大会

4327 西　昭夫・国分康孝・村瀬　旻・菅沼憲治・国分久子・清水幹夫　1990　大学生の人間関係開発のプログラムに関する研究（その36）―Y-GテストによるSGEとUGEの比較研究　日本カウンセ
リング学会第23回大会発表論文集,46-47.

4328 西　昭夫　1992　職場における構成的グループ・エンカウンター　國分康孝編「構成的グループ・エンカウンター」（誠信書房），270-280.
4329 西　順子　1998　特集・現代社会におけるセルフヘルプ・グループの意義と使命：女性ライフサイクル研究会（FLC）の活動について　人間関係研究会「ENCOUNTER 　出会いの広場」,22,4-

4330 西郡恵理子　1998　ISPS印象記　集団精神療法,14(1),92-93.
4331 西林淑子・斎藤雅　1997　デイケアにおける音楽グループ―クローズドグループのもたらしたもの一　日本集団精神療法学会第14回大会プログラム
4332 西林淑子　2001　デイケアにおける音楽療法ー集団精神療法としての試みー　集団精神療法, 17(2), 178-182.
4333 西林淑子・二ノ宮正人他　2001　デイケアにおける音楽療法ー集団精神療法としての試みー　日本集団精神療法学会第18回大会プログラム・抄録集, 42.
4334 西林淑子・浦田英範・徳永雄一郎　1995　初老期うつ病患者に対する音楽グループの実践　日本集団精神療法学会第12回大会抄録集,73.
4335 西田行壮・財満義輝・大沢多美子　1992　児童・思春期のグループ　山口　隆・中川賢幸編「集団精神療法の進め方」（星和書店）,165-181.
4336 西田知佳子・伊藤賀永　2003　ひきこもり女性のグループー話さないメンバーに耐えかね物語を読むー　日本集団精神療法学会第20回大会プログラム・抄録集, 64.
4337 西田　篤・大沢多美子　1992　中断例にみる不登校児を中心とした活動集団療法の課題　日本集団精神療法学会第9回大会抄録集,93.
4338 西原　裕　1992　対話のある国語科の授業　國分康孝編「構成的グループ・エンカウンター」（誠信書房），114-126.
4339 西原尚之　2001　グループは何を変化させるか？─ロールシャッハテスト・リテスト結果から得られたグループの治療的要因─　日本心理臨床学会第20回大会研究発表集, 150.
4340 西嶋雅樹　2007　適応指導教室における個と集団　岡田康伸・河合俊雄・桑原知子編「心理臨床における個と集団」（創元社）,338-350.
4341 西川淳司　1983　現象学的心理学の研究ーエンカウンター・グループの体験学習を中心として　駒沢大学大学院人文科学研究科修士論文
4342 西川昌宏　1991　集団心理療法　松井　豊他編「臨床心理リーディングガイド」（サイエンス社）,173-176.
4343 西川昌弘　1997　「チューナー,J.C.著　蘭　千尋訳　1987　『社会集団の再発見』　誠信書房」　集団精神療法,13(1),82-83.
4344 西川昌弘・丹野ひろみ他　1997　集中的多元統合集団精神療法の親治療への適用一大グループ機能と小グループ機能の関係一　日本集団精神療法学会第14回大会プログラム
4345 西河正行　2000　外来クリニックにおける短期集中精神療法－治療技法の観点からの検討－　日本集団精神療法学会第17回大会プログラム・抄録集, 66.
4346 西川昌弘　2001　個人と社会　集団精神療法, 17(1), 43.
4347 西川和夫　2001　エンカウンターグループ体験を遥かに振り返って　人間関係研究会「ENCOUNTER 出会いの広場」, 24 , 47-48.
4348 西河正行　2004　父親との葛藤を抱えた男性グループの治療経験－短期力動的集団精神療法における一メンバーの心的力動を通して－　日本集団精神療法学会第21回大会プログラム・
抄録集4349 西川昌弘　2004　臨床家が知っておくべき「集団力動」　「臨床心理学」,4(4), 496.

4350 西河正行・山中淑江　2005　学生相談におけるエンカウンター・グループの再生と現代的意義ー大学合同グループ２回目の１０年を振り返って（４）ー　日本学生相談学会第２３回大会
4351 西川昌弘　2006　日本人への自我心理学的集団精神療法　集団精神療法,22(1),31-36.
4352 西川昌宏・西村　馨　1994　集団精神療法効果研究の方法論の検討(1)　日本集団精神療法学会第11回大会抄録集,66-67.



4353 西本良平・沢田善治他　1993　グループ運動表現療法のプログラム構造について　日本集団精神療法学会第10回大会抄録集,55.
4354 西村雅樹　1985　エンカウンター・グループ：エンカウンター・グループに参加して　広島大学総合科学部学生相談室活動報告書，9，45-47.
4355 西村良二　1987　青年期のグループ精神療法過程でみられた抑うつポジションとその介入をめぐって　精神分析研究,31（4）,212-214.
4356 西村　悟　1990　アルコール依存症の小集団療法―スーバーバイジーの経験を通して　日本集団精神療法学会第7回大会抄録集,40.
4357 西村　悟・大城　治・柴田応介　1991　アルコール依存症の集団療法―スーパーバイジーの経験を通じて　集団精神療法,7（1）,59-65.
4358 西村　馨　1993　児童個人治療における大集団構造の有効性の一般システムズ理論的検討―複数集団に併存して行われた集中的プログラムの分析　日本集団精神療法学会第10回大会
抄録集4359 西村　馨　1993　精神分裂病の集団精神療法(3)―効果研究の諸問題と今後の展望　日本心理学会第57回大会

4360 西村　馨　1995　作働グループの機能と展開に関する理論的検討　日本集団精神療法学会第12回大会抄録集,31.
4361 西村　馨　1995　作働グループ展開への移行メカニズムに関する一考察　日本心理臨床学会第14回大会発表論文集,268-269.
4362 西村　馨他　1995　集団精神療法効果の実証的研究の成果　集団精神療法,11（2）,147-153.
4363 西村寛子　1995　第２回“エンカウンター・グループ”合宿を開催して　駒沢大学学生相談室「学生相談室年報」，5，38-41.
4364 西村　馨　1996　青年期の発達課題と集団精神療法　明治学院大学学生相談室研究紀要,7,5-11.
4365 西村　馨・能　幸夫他　1997　集中的多元統合集団精神療法における大集団精神療法一多元システムとの力動的関係とその展開一　日本集団精神療法学会第14回大会プログラム
4366 西村　馨　1998　集中的集団精神療法の一事例─キャンパスエンカウンターグループの新たな試みのひとつとして─　第31回学生相談研究会議宮崎シンポジウム報告書, 148-155.
4367 西村　馨　1999　「ジェフ・ロバーツ、マルコム・パイン編　浅田　護・衣笠隆幸訳　1999　『分析的グル-プセラピ-』　金剛出版」　集団精神療法,15(2),196-198.
4368 西村　馨　1999　ウィークリーフリーグループの集団力動と展開過程　日本学生相談学会第17回大会
4369 西村　馨　1999　学生相談におけるウィークリー・フリー・グループの試み　学生相談研究, 20(1), 23-31.
4370 西村　肇　1999　言語的集団精神療法からみたアクション　日本心理劇学会第５回大会抄録集, 24.
4371 西村寛子　1999　第5回“エンカウンター・グループ”報告　駒沢大学・駒沢短期大学「学生相談室年報」,8,28-30.
4372 西村寛子　1999　平成10年度“エンカウンターグループ”合宿を開催して　駒沢大学・駒沢短期大学「学生相談室年報」,9,29-33.
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対分裂病者精神療法の本質（小山内　實）　集団精神療法,7(2),113-144.

6069 「集団精神療法」（1992年,第8巻第1号）,83-102.　1992　〈誌上討論〉「精神分裂病患者の集団療法：短期,均一のアプローチ」をめぐって
精神分裂病患者の集団療法：短期,均一のアプローチ（Nick.Kanas）
精神分裂病の集団精神療法：Kanas論文へのコメント（小谷英文）
カナス論文を読んで（池田真人）
米国的および日本的展望（Nick.Kanas）　集団精神療法,8(1),83-102.

6070 「集団精神療法」（1992年,第8巻第2号）,116-141.　1992　〈特集：個人力動と集団力動の関係（第9回日本集団精神療法学会）〉
シンポジウム「個人力動と集団力動の関係」の司会をして（北西憲二・齋藤英二）
個人力動と集団力動の関係―精神分析学の立場から（吉松和哉）
個人力動と集団力動の関係―サイコドラマの立場から（増野　肇）
個人力動と集団力動の関係―SSTの臨床体験を通して（前田ケイ）
個人力動と集団力動の関係―Tグループおよび家族療法の立場から（平木典子）　集団精神療法,8(2),116-141.

6071 「集団精神療法」（1993年,第9巻第2号）,89-113.　1993　〈特集：日常治療実践としての集団精神療法〉
〔シンポジウム：日常治療実践としての集団精神療法〕
シンポジウム「日常治療実践としての集団精神療法」を司会して（稲村　茂）
デイケアの治療構造―集団に着目して（浅野弘毅）
地域活動と集団療法（中村正利）
実際診療場面における集団精神療法―生活グループへの回帰（西脇　巽）
思春期の入院治療におけるグループの貢献（高林健示）　集団精神療法,9(2),89-113.



6072 「集団精神療法」（1994年,第10巻第2号）,97-128.　1994　〈特集：集団を対象とする治療・援助の計画と効用（第11回日本集団精神療法学会）〉
さまざまなグループワークにおける集団力動―シンポジウム「集団を対象とする治療・援助の計画と効用」の司会をして（野中　猛）
構造化された集団精神療法における集団力動（高良　聖）
デイホスピタル,ある日の風景―リハビリテーション・グループにおける集団力動（宮内　勝）
多職種のチーム活動における集団力動（狩野力八郎）
セルフヘルプグループにおける集団力動（岩田泰夫）
集団を対象とする治療・援助の計画と効用―さまざまなグループワークにおける集団力動とは何か？（坂口信貴）　集団精神療法,10(2),97-128.

6073 「集団精神療法」（1999年,第15巻第2号）　1999　＜第16回日本集団精神療法学会＞
編集記2（田原明夫）
特別講演：他者のイメ-ジをめぐって─アフリカでの見聞から─（渡辺公三）
会長講演：関わりと連携-治療の場の充実を求めて（田原明夫）
シンポジウム：さまざまな集団と場
看護の場にグル-プの力を（甲斐道子）
集団精神療法を生かす場とは-さまざまな集団と場（菊池寿奈美）
開放化と集団精神療法（樋掛忠彦）
精神科ＯＴにおけるパラレルな"場"=個人ＯＴについて（久野節子）
集団精神療法を生かす場とは；さまざまな集団と場-シンポジウムの企画および司会者として（山根　寛）
フロアから：シンポジウムに参加して（田中怜子）
フロアから：シンポジウムの印象（斉藤　雅）
体験グル-プ　小グル-プ：体験グル-プを体験して（古賀恵里子）
入門グル-プと研修システム：｢集団精神療法入門」コ-スの報告（高林健示）
第16回日本集団精神療法学会に参加して（坂口信貴）　集団精神療法,15(2),121-158.

6074 「集団精神療法」(第16巻第2号）　2000　＜特集：第17回集団精神療法学会＞
会長講演：グループで語ることの意味（武井麻子）
特別講演：ナラティヴ・コミュニティとしてのグループ（野口裕二）
シンポジウム：分裂病圏の患者が自身を語るグループ（池田真人）
グループで“うつ”を語ることの意味（菊地義人）
嗜癖問題をもつ家族のグループで語ることの意味（樋田洋子）
ワークショップ紹介論文：System-centered Therapy for Groups(SCT)について（鈴木純一）
学会発表論文：入院集団精神療法における看護婦の役割（松岡淳子他）
「メンバーの欠席がグループにどう影響するのか｝を話し合うこととその効果について（津島豊美）
「語れないこと」を音楽に聴く（蒲生奈保子）
思春期・青年期親の会の試み（佐々木恵美子他）
グループ運動表現療法におけるコ・リーダーの役割構造（富安哲也他）　集団精神療法, 16(2), 122-184.

6075 「集団精神療法」(第17巻第1号）　2001　＜特集：臨床と訓練の間＞
特集にあたって（高良　聖）
臨床における訓練とは（野島一彦）
臨床における訓練とは（本山智敬）
日米両国における集団精神療法の臨床とスーパービジョンの体験を通して（中久喜雅文）
自発性を引き出し、一貫性を持って育てること（津島豊美）
スーパーバイザー雑感（増野　肇）
つれづれ（徒然）の思いを（古村基子）
総括「臨床と訓練の間」（高良　聖）　集団精神療法, 17(1), 10-26.



6076 「集団精神療法」(第17巻第2号）　2001　＜特集：第18回集団精神療法学会＞
会長講演：地域づくりと精神科医療（坂口信貴）
シンポジウム：地域社会との関わり（田中玲子）
特別講演：環境としての集団、体験としての集団（西園昌久）
シンポジウム：入院治療において集団を如何に活かすか（連理貴司）
シンポジウム：私と治療グループとの関わり（高林健示）
ワークショップ：精神科慢性疾患の集団精神療法（太田裕一他）
一般演題
「父の名」の確立補助を目標としたデイケアの規則・規則作りに対する一妄想型分裂病者の反応についての考察（水上雅敏）
精神科デイケアにおける＜心理ミーティング＞を継続することの意義と問題（野島一彦他）
児童思春期の入院治療におけるミーティングの変遷（赤澤由紀子）
外来クリニックにおける集団精神療法（鴨沢あかね他）
依存症者の思いを語る集団精神療法の経験（山下陽三他）
レヴュー・ミーティングと私たち（相田信男）
デイケアグループという体験（田代　順）
グループにおける話題（池田真人他）
メンバーの自己記述によるサイコドラマ評価の試み（岩熊麻由美他）
デイケアにおける音楽療法（西林淑子）
楽しさの次にくるものは？（田中美穂）
療養病棟におけるコミュニティーミーティングの取り組み（庄司恵美他）
民間単科精神科附設デイケアにおけるコミュニティミーティングについて（菅　武史）
心の傷が語られる場について（菊池義人）　集団精神療法, 17(2), 74-205.

6077 「集団精神療法」(第18巻第1号）　2002　＜特集：初期不安の取り扱い＞
特集にあたって（高良　聖）
大集団療法の視点から（渡部京太）
デイケアにおける初期不安（尾崎多香子）
家族グループの視点から（高田　治他）
アクショングループの視点から（高良　聖）
訓練グループの視点から（高橋哲郎）　集団精神療法, 18(1), 10-34.

6078 「集団精神療法」（2004年,第20巻第1号）　2004　＜特集：グループは争いにどのように対処するか＞
特集にあたって（西村　馨）
グループは「争い」にどのように対処するか－対象関係集団精神療法過程より－（権　成鉉）
パーソナリティー障害の集団療法と「争い」－アクション・グループの立場から－（諸江健二）
グループは「争い（conflict）」にどのように対処するか－グループ・プロセスにおける争いと対処－（袰岩秀章）
小学校におけるアサーション・トレーニング（鈴木教夫）　集団精神療法, 20(1), 8-31



6079 「集団精神療法」（第20巻第２号）　2004　〈特集〉第２１回　集団精神療法学会
大会長講演：
「グループと私」（磯田雄二郎）
テーマセッション：
女性の「青年期アイデンティティグループ」における男根性覇気の内在化（ジェイムス朋子・橋本和典）
青年期女性のアイデンティティグループ（西村　馨・石川淳子）
グループの中で語られる“死にたい気持ち”について（菊池義人）
大学病院精神科開放病棟における抗うつ状態を呈した患者に対する小集団精神療法（宮崎美里・大島一成他）
グループ・プロセスの評価道具としてのBionのグリッド（Med Hafsi）
ワークショップ報告（太田裕一・高橋哲郎　他）
ミニ・シンポジウム：学会教育研修制度の現状と課題
教育研究委員会から（高林健示）
スーパーヴァイザーとして（藤　信子）
学会教育研修制度の現状と課題（吉野比呂子）
シンポジウム：
福祉ホーム立ち上げの大グループ（田中淑美）
社会福祉援助技術演習におけるグループダイナミクス（小銭寿子）
「グループワーク」から「バーバルワーク」へ（小田加奈子・竹渕亜紀子）　集団精神療法，20（２），72-132.

6080 「集団精神療法」（第21巻第1号）　2005　〈特集：集団精神療法が成立するために〉
特集にあたって（藤　信子）
集団精神療法の基礎作業―始める時の覚え書き（田辺　等）
集団精神療法と個人療法との関係―外来クリニックにおける実践から―（鴨澤あかね他）
慢性統合失調症に対する入院集団精神療法の経験（水谷剛司）
デイケアが集団精神療法であるためには（菊池寿奈美）
学校における保護者グループの役割（石井信子）　集団精神療法,21(1),10-45.

6081 宿谷仁美・金子玲子他　2006　学生相談室におけるワークショッププログラムの実践・－心理教育プログラム　構成の特徴と工夫－　日本学生相談学会第24回大会
6082 首籐真理子・永富康博他　1997　初老期うつ病患者に対するデイケア効果　第43回九州精神保健学会プログラム講演抄録集,195.
6083 田中浩司・遠矢浩一　2003　知的障害を伴う自閉症女児に対する集団心理療法の適用　発達臨床心理研究，37-45．
6084 田畑　治　1978　自己発見のための合宿セミナー：ファシリテーターの感想―蓼科でのグループ―名大での初体験　名古屋大学学生相談室「大学生の留年の実態とその要因の分析および
指導法に関する研究」,42-45.

6085 田畑　治　1979　ファシリテーターの感想文：蓼科でのグループ―名大での2回目の体験　名古屋大学学生相談室「第2回　自己発見のための合宿セミナー」,15-16.
6086 田畑　治　1980　ファシリテーターの感想文―菅島でのグループ　名古屋大学学生相談室「第3回　自己発見のための合宿セミナー」,17-19.
6087 田畑　治　1980　現代社会と精神健康―集中的グループ経験の実践を通して　保健の科学，12（１），4-7.
6088 田畑　治　1981　ファシリテーターの感想文：中津川でのグループ　名古屋大学学生相談室「第4回　自己発見のための合宿セミナー」,19-21.
6089 田畑　治　1982　ファシリテーターの感想文：中津川でのグループ再び　名古屋大学学生相談室「第5回　自己発見のための合宿セミナー」,22-25.
6090 田畑　治　1983　ファシリテーターの感想文―壊しの蓼科でのグループ合宿　名古屋大学学生相談室「第6回　自己発見のための合宿セミナー」,17-20.
6091 田畑　治　1985　ファシリテーターの感想文：3年振りの中津川でのグループ　名古屋大学学生相談室「第8回　自己発見のための合宿セミナー」,24-26.
6092 田畑　治　1985　自己発見のための合宿セミナー：総括と展望　名古屋大学学生相談室「第８回自己発見のための合宿セミナー」，44-48.
6093 田畑　治・伊藤義美　1985　自己発見のための合宿セミナー：合宿セミナー実施の概要　名古屋大学学生相談室「第８回自己発見のための合宿セミナー」，1-21.
6094 田畑　治　他　1987　自己発見のための合宿セミナー：１０年の経験を振り返って　第２０回学生相談研究会議「学生相談香川シンポジウム」報告書，81-84.
6095 田畑　治　1988　重い障害をもつ学生の個人カウンセリングとグループ・アプローチ　山口大学「第２１回学生相談研究会議学生相談山口シンポジウム報告書」，75-78.
6096 田畑　治　1989　ファシリテーターの感想文：新しいスタッフと共に,新たな体験を　名古屋大学学生相談室「自己発見のための合宿セミナー」,27-30.
6097 田畑　治・森田美弥子　1989　自己発見のための合宿セミナー：Bグループ　名古屋大学学生相談室「自己発見のための合宿セミナー報告書」，15-19.
6098 田畑　治　1993　大上・吉村・佐々木論文に対するコメント　広島修道大学「臨床心理学研究」,3,69-70.



6099 田畑治・伊藤義美・鶴田和美・南淳三　1996.1　自己発見のための会話セミナー（菅島サマーセミナー）の報告（1995年度）　名古屋大学学生相談室紀要,7,48-53.
6100 田畑　治　1998　「平山栄治　1998　『エンカウンター・グループと個人の心理的成長過程』　風間書房」　心理臨床学研究, 16(3), 302-304.
6101 田畑紀美江　2004　摂食障害治療における集団療法ー個人面接との併用からー　心理臨床学研究, 21(6), 563-574.
6102 田畑紀美江　2006　地域における親支援ー親グループの実践を通してー　日本心理臨床学会第25回大会発表論文集,483.
6103 多武直美・山元美穂　1995　「肥満」と「便秘」の増加に対し、グループ療法を試みて　九州精神保健学会第41回大会抄録集,182.
6104 舘　哲朗　1992　摂食障害患者に特徴的な集団力動　日本集団精神療法学会第9回大会抄録集,48-49.
6105 舘　哲朗　1994　集団感化と引きこもり―集団精神療法における自己対象体験　精神分析研究,38(2),75-84.
6106 舘　哲朗・岩崎哲也　1986　個人精神療法と集団精神療法　岩井　寛編著「実地臨床に活かす精神療法」（ライフ・サイエンス・センター）,99-115.
6107 舘野由美子他　1994　総合病院精神科におけるグループ活動の有効性　日本心理学会第58回大会
6108 多田治夫　1972　グループカウンセリング報告　金沢大学保健管理センター編「第２回精神的健康増進のための合宿指導報告書」，69-72.
6109 多田治夫　1973　Bグループの報告　金沢大学保健管理センター編「第３回精神的健康増進のための合宿指導報告書」，9-11.
6110 多田治夫　1973　グループ・カウンセリングの効果に関する研究　金沢大学教養部論集（人文科学篇），11，37-45.
6111 多田治夫　1973　グループ・カウンセリングの評価の問題点　北陸心理学会第8回大会発表抄録集.
6112 多田治夫　1975　集中的グループ経験の基本的目標とその成果　日本心理学会第39回大会発表論文集,S2.
6113 多田治夫　1975　集中的グループ経験の問題点　金沢大学教養部論集（人文科学篇），13，1-9.
6114 多田治夫　1977　集団心理療法への導入　多田治夫・上里一郎編「集団心理療法」（福村出版）,9-15.
6115 多田治夫・上里一郎（編）　1977　集団心理療法　福村出版
6116 多田治夫　1978　欧米での「グループ活動を体験」して　カウンセリング，10（３），1-6.
6117 多田治夫　1979　文献紹介 世話人学者のテキスト　カウンセリング，10（４），38-39.
6118 多田治夫　1982　SD法によるエンカウンター・グループの評価　臨床心理学の諸領域（金沢大学臨床心理学研究室紀要），1，29-32.
6119 田上美千佳・皆川邦直他　2000　思春期デイケア親グループの経過と効果　第１報　日本集団精神療法学会第17回大会プログラム・抄録集, 61.
6120 田上不二夫　2000　育てる構成的グループ・エンカウンターと問題解決型構成的グループ・エンカウンター　國分康孝編「続　構成的グループ・エンカウンター」誠信書房, 55-61.
6121 田上不二夫　2002　対人関係ゲーム・プログラムと群れづくり　日本カウンセリング学会第35回大会発表論文集, 225.
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